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多孔質材の微視構造が吸音率に影響するがその定量的な度合は分かっていない．本

研究では，提案する多孔質吸音材を対象とした均質化法を用い，微視構造の吸音率

に対する影響を明らかにすることを目的としている．今回はまず提案手法の検証の

ため，3Dプリンタで矩形の空孔を有する多孔質材を作成し，吸音率の解析値と実験

値と比較検証した． 
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1.緒言 

多孔質吸音材は自動車客室内の騒音レベ

ル低減のために広く用いられている．多孔質

材の微視構造が吸音率に影響することは知ら

れているが，その定量的な度合いは分かって

いない．著者らは均質化法を多孔質吸音材に

適用できるように拡張し，多孔質材の微視構

造から直接，吸音率を予測する手法を提案し

ている．ここでは，まず提案手法の妥当性を

検証するため，3D プリンタで周期的な微視構

造を有する多孔質材を作成し，吸音率の解析

値と実験値を比較検証する．  

 

2. 解析方法 

提案手法では，流体相における粘性および

熱の散逸による減衰(1)の両方を考慮した上で，

多孔質材の微視構造に漸近展開法による均質

化法(2)を適用し，微視構造から多孔質材の動

的特性(3)(4)の予測に必要な等価特性を求める．

また，求めた等価特性を多孔質材のマクロモ

デルに適用することで，吸音率を求めること

ができる． 

 

2.1.ミクロスケールの支配方程式 

ミクロスケールにおいて多孔質材の固体

相の支配方程式は弾性テンソルを𝑐𝑐𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑖𝑠𝑠 とする

と，以下に示す式で表される． 
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